
 
平
成
２
５
年

度
総
合
防
災

訓
練 

１１
月
１０
日 

日
曜
日 

「
晴
れ
渡
っ
た
青
空
の

も
と
」
と
は
言
い
が
た
い

曇
り
空
、
も
し
か
し
た
ら

雨
天
中
止
の
恐
れ
も
あ

っ
た
秋
の
一
日
。
港
区
港

南
地
域
の
総
合
防
災
訓

練
が
行

わ
れ
ま

し
た
。

昨
年
か

ら
港
南

小
学
校

も
全
校

参
加
し
、

訓
練
の

総
参
加

者
は
２

０
０
０

名
を
越
え
る
規
模
に
な

っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
の
訓
練
内
容
が
多
い
感

じ
の
訓
練
も
、
消
防
署
の
提

案
や
支
所
の
協
力
で
少
し
ず

つ
内
容
も
現
実
的
な
も
の
が
増
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
防
災
便
り
は
、

訓
練
の
報
告
号
に
な
り
ま
す
。 

 

訓
練
概
要
報
告 

 

今
年
度
の
総
合
訓
練
の
参
加
者
総

数
・
訓
練
内
容
等
を
報
告
い
た
し
ま
す 

※
総
参
加
者
２
２
０
７
名
※ 

・
一
般
参
加
者
８
０
５
名 

・
小
学
校
公
開
授
業
参
加
者
６
４
名 

・
小
学
校
８
０
４
名(

含
む
職
員)

 

・
中
学
校
２
０
７
名(

含
む
職
員)

 

・
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
タ
ッ
フ
６
７

名(

地
域
運
営
委
員
・
中
高
生
プ
ラ

ザ
・
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
・
港
南
の
郷)

 

・
協
力
団
体
関
係
１
３
５
名(
消
防
・

消
防
団
・
警
察
・
日
赤
・
医
師
会
・
聴

覚
障
害
者
協
会
等)

 

港
区
職
員
６
０
名 

参
加
者
の
２
２
０
７
名
と
い
う
数
は
、

夜
間
人
口
２
万
人
の
１
割
の
数
で
す
。 

こ
の
数
字
か
高
い
の
か
低
い
の
か
他

の
地
域
と
比
較
し
た
事
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
２
時
間
弱
の
訓
練
時
間
を
考
え

る
と
か
な
り
高
い
参
加
者
数
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

訓
練
内
容 

今
年
も
２
時
間
弱
の
訓
練
時
間
の
中

に
多
く
の
訓
練
項
目
が
用
意
さ
れ
、
参

加
者
の
方
々
は
、
す
べ
て
を
体
験
で
き

な
い
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
し
選
ん

だ
項
目
に
参
加
し
、
充
実
し
た
防
災
訓

練
に
な
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。 

今
年
内
容
が
変
わ
っ
た
訓
練
項
目
を

紹
介
し
ま
す
。 

※
情
報
収
集
訓
練 

中
学
生
が
中
心
に
な
り
、
地
域
の
参
加

団
体
か
ら
各
種
の
情
報
を
収
集
し
、
港

南
地
域
の
特
大
地
図
に
情
報
を
書
き

込
み
、
避
難
者
へ
情
報
を
掲
示
。
合
わ

せ
て
各
団
体
の
情
報
→
団
体
建
屋
内

の
被
災
者
数
や
建
物
の
被
害
状
況
な

ど
一
覧
表
に
ま

と
め
る
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
こ

の
訓
練
は
、
災
害

発
生
時
に
防
災

拠
点
に
集
め
る

情
報
収
集
の
重

要
性
を
考
え
て

も
ら
う
為
の
訓

練
で
す
。 

※
初
期
消
火
訓
練 

こ
れ
ま
で
の
同
訓
練
は
、
水
消
火
器
と

い
う
訓
練
用
の
模
擬
資
材
の
み
を
使

用
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か

ら
使
用
期
限
切
れ
の
実
際
の
消
火
器

(

粉
末
消
火
剤)

を
使
用
し
て
体
験
し

て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
実
際
の
粉
末
噴

射
の
手
ご
た
え
と
、
リ
ア
ル
感
を
感
じ

て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

※
隔
壁
破
壊
と
避
難
は
し
ご 

こ
の
訓
練
は
こ
れ
ま
で
別
々
に
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
、
イ
ン
ト
レ
組

に
よ
り
通
路
の
隔
壁

を
破
壊
し
た
後
避
難

は
し
ご
を
伝
っ
て
脱

出
す
る
一
連
の
訓
練

が
出
来
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
よ
り
実
際
的

な
訓
練
と
し
て
体
験

し
て
い
た
だ
い
た
事
と
思
い
ま
す
。 

※
倒
壊
建
屋
か
ら
の
救
助
訓
練 

高
輪
警
察
に
よ
り
、
倒
壊
建
屋
か
ら
の

要
救
助
者
の
救
出
と
救
助
者
を
中
学

生
が
担
架
で
搬
送
す
る
と
い
う
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
し

た
。 

港港
南南
防防
災災  

ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク 

 

平成２５年

１２月号 



 

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
動
を
開
始

し
て
１
６
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
阪

神
淡
路
の
震
災
を
教
訓
に
、
大
規
模
災

害
で
の
自
助
・
共
助
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
、
公
助
の
限
界
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
行
政
で
は
地
域

ご
と
に
防
災
協
議
会
の
立
ち
上
げ
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
港
区
で
も
区
内

の
小
学
校
の
学
区
単
位
ご
と
に
地
域

住
民
の
協
力
の
下
、
防
災
協
議
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
協
議
会
の
大
き
な
目

的
は
、 

※
被
災
時
に
地
域
で
協
力
し
避
難
所

を
立
上
、
避
難
所
を
運
営 

※
避
難
所
運
営
・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
れ
る
地
域
住
民
の
育
成 

港
南
地
域
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
立

ち
上
げ
か
ら
、
積
極
的
に
目
的
内
容
に

沿
っ
て
活
動
し
、
避
難
所
運
営
の
為
の

訓
練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
が
ご
存
じ
の
通
り
、
こ
こ
１
０

年
で
の
港
南
地
域
の
居
住
者
の
状
況

は
、
３
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
元
々

居
住
者
の
方
全
員
が
入
れ
る
規
模
の

避
難
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
増

加
し
た
居
住
者
に
被
災
生
活
を
ど
う

過
ご
し
て
い
た
だ
く
か
、
近
年
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
考
え
て
き
た
事
で

す
。
上
記
の
イ
ラ
ス
ト
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
港
南
地
域

の
防
災
の
在
り
方
を
図
に
し
た
も
の

で
す
。
港
南
に
あ
る
各
自
治
会
・
管
理

組
合
・
防
災
会
、
あ
る
い
は
事
業
所
等

が
各
々
団
体
内
災
害
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
る
。
地
域
全
体
と
し
て
港
南
小

中
学
校
に
防
災
拠
点
を
立
ち
上
げ
る
。 

※
団
体
内
災
害
対
策
本
部 

自
治
会
は
自
治
会
内
の
防
災
会
も
し

く
は
自
治
会
の
会
長
を
中
心
に
し
た

組
織
を
常
設
、
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
管
理
組
合
を
運
営
す
る
理
事
会
や

管
理
会
社
・
防
災
会
等
が
中
心
に
な
り

災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
る
。
各
団

体
内
の
担
当
者
は
団
体
ご
と
に
団
体

内
で
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
取
り
纏
め

る
。
情
報
の
内
容
は
、
建
屋
の
状
況
か

ら
居
住
者
の
人
数
・
被
災
者
の
内
容

(

高
齢
者
・
乳
幼
児
・
要
支
援
者
・
男

女
別
・
ケ
ガ
人
等
詳
細
な
項
目)

等
、

多
岐
に
わ
た
る
と
思
い
ま
す 

 

※
地
域
防
災
拠
点 

現
時
点
で
港
南
に
あ
る
指
定
避
難
所

５
団
体
４
か
所
を
中
心
に
地
域
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
る
。
立
上
ス
タ
ッ
フ

は
、
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
委
員

(

現
時
点
で
は
各
団
体
の
会
長
や
役
員

で
構
成
、
お
そ
ら
く
団
体
内
と
重

複)

・
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
・

地
域
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
指
定
避

難
所
内
団
体
職
員
等
で
す
。
こ
れ
ら
の

ス
タ
ッ
フ
で
、
地
域
の
情
報
を
把
握
し
、

行
政
へ
の
窓
口
に
な
り
、
長
期
の
被
災

生
活
に
対
応
し
て
い
く
。 

※
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
こ
の
イ

メ
ー
ジ
を
港
南
地
域
の
全
居
住
者
で

共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
事
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

※
各
団
体
内
で
は
団
体
ご
と
の
本
部

立
上
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
い
、

個
々
の
居
住
者
の
役
割
分
担
を
再
確

認
す
る
作
業
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

※
行
政
で
は
、
自
ら
の
限
界
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
地
域
の
活
動
に
ど
れ
だ
け
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
発

災
以
前
の
地
域
活
動
・
対
策
に
大
き
く

協
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
公
助(

発
災
前)

共
助(

発
災
前

後)

自
助(

発
災
後)

の
協
力
体
制
を
確

立
し
ま
し
ょ
う
。 

記

事

編

集 
 

発

行 

 

港

南

防

災 

 
 
 
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

連

絡

先 

会
長 

飯
塚 

則
男 
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